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平成22年度 研究班所属一覧
研究班 班長 副班長

メンバー
主な研究内容

上席総括研究員 総括研究員 主任研究員 研究員

特別支援教
育研究系

○障害のある子どもの教育の在り方に関する研究班
 （在り方班） 藤本　裕人

大内　　進
徳永亜希雄
菊地　一文

渥美　義賢
大内　　進
笹本　　健

中澤　惠江
西牧　謙吾
松村　勘由

工藤　傑史
滝川　国芳
田中　良広

藤井　茂樹
藤本　裕人
廣瀬由美子

金子　　健
菊地　一文
徳永亜希雄

横尾　　俊 齊藤由美子
土井　幸輝

・長期展望に立った障害のある子どもの教育の在り方，インクルーシブ教育　
など

・脳科学と障害のある子どもの教育，ICFと特別支援教育　など

○特別支援教育の推進に関する研究班 （推進班） 柘植　雅義
松村　勘由
澤田　真弓
藤井　茂樹

渥美　義賢
大内　　進
柘植　雅義
中村　　均
松村　勘由

井上　昌士
梅田　真理
小田　侯朗
金森　克浩
小林　倫代
小松　幸恵
笹森　洋樹

澤田　真弓
滝川　国芳
長沼　俊夫
原田　公人
藤井　茂樹
棟方　哲弥

大崎　博史
大城　政之
小澤　至賢
猪子秀太郎
海津亜希子
久保山茂樹
玉木　宗久

牧野　泰美
横尾　　俊 伊藤　由美

植木田　潤
柳澤亜希子
涌井　　恵

・特別支援教育政策，行財政，制度の運用改善（システム，個別の教育支援計画，
コーディネーターなど），学校・学級マネジメント，教育課程，地域支援，地
域・外部機関連携，教育環境　など

○障害のある子どもの就学，進学，就労等支援及び
高等教育支援に関する研究班 （移行支援班） 原田　公人 小林　倫代 大内　　進

梅田　真理
小林　倫代
笹森　洋樹
田中　良広

原田　公人
藤井　茂樹

大城　政之
小澤　至賢
久保山茂樹
玉木　宗久

植木田　潤
柳澤亜希子

・障害者の早期支援に関すること
・障害者の就学，進学及び就労の支援に関すること
・障害者の高等教育における学習支援方策等に関すること
・障害者の生涯学習に関すること　など

○情報化及び教育支援機器に関する研究班 
 （情報・支援機器班） 棟方　哲弥 中村　　均 中村　　均 金森　克浩

棟方　哲弥 土井　幸輝 ・特別支援教育における情報手段活用，教育支援機器の情報・活用・評価・開
発　など

重複障害研
究系

○重複障害のある子どもの特別支援教育に関する研
究班 （重複班） 松村　勘由 中澤　惠江

渥美　義賢
大内　　進
笹本　　健
柘植　雅義
中澤　惠江

西牧　謙吾
松村　勘由

井上　昌士
小田　侯朗
小林　倫代
笹森　洋樹
田中　良広

長沼　俊夫
原田　公人
廣瀬由美子
藤本　裕人
棟方　哲弥

大崎　博史
横尾　　俊 齊藤由美子

・重度の重複障害のある幼児児童生徒，盲ろうの障害のある幼児児童生徒及び
複数の障害のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び教育方法等に関す
ること　など

感覚障害・
言語障害研
究系

○視覚に障害のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （視覚班） 田中　良広 大内　　進 大内　　進 澤田　真弓

田中　良広 金子　　健 土井　幸輝 ・視覚に障害（重複障害を含む）のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及
び方法等に関すること　など

○聴覚に障害のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （聴覚班） 小田　侯朗 原田　公人 中澤　惠江

松村　勘由
小田　侯朗
原田　公人

藤本　裕人 久保山茂樹
牧野　泰美

横尾　　俊 ・聴覚に障害（重複障害を含む）のある子どもの幼児児童生徒の教育課程，教
育内容及び方法等に関すること　など

○言語に障害のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （言語班） 小林　倫代 松村　勘由 松村　勘由 小田　侯朗

小林　倫代
藤井　茂樹 久保山茂樹

牧野　泰美
・言語に障害のある子どもの教育課程，教育内容及び方法等に関すること　な
ど

運動障害・
健康障害研
究系

○肢体不自由のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （肢体不自由班） 長沼　俊夫 笹本　　健 笹本　　健 金森　克浩

長沼　俊夫
大崎　博史
徳永亜希雄 齊藤由美子 ・肢体不自由（重複障害を含む）のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及

び方法等に関すること　など
○病弱・身体虚弱等のある子どもの特別支援教育に
関する研究班 （病弱班） 西牧　謙吾 滝川　国芳 西牧　謙吾 滝川　国芳 徳永亜希雄 植木田　潤

土井　幸輝
・病弱・身体虚弱（心因性障害を含む）の幼児児童生徒の教育課程，教育内容
及び方法等に関すること　など

知的障害・
発達障害研
究系

○知的障害のある子どもの特別支援教育に関する研
究班 （知的班） 井上　昌士

工藤　傑史
猪子秀太郎

井上　昌士
工藤　傑史

猪子秀太郎
大崎　博史

小澤　至賢
菊地　一文 涌井　　恵 ・知的に障害のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び方法等に関するこ

と　など

○自閉症のある子どもの特別支援教育に関する研究
班 （自閉症班） 廣瀬由美子 小澤　至賢 渥美　義賢

大内　　進

井上　昌士
廣瀬由美子
笹森　洋樹

猪子秀太郎
大城　政之
小澤　至賢

菊地　一文
柳澤亜希子

・自閉症のある幼児児童生徒の障害特性に関すること　など
・自閉症のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び方法等 に関すること　
など

○発達障害（ D・ADHD・高機能自閉症等）のある
子ども又は情緒障害のある子どもの特別支援教育
に関する研究班 （発達・情緒班）

笹森　洋樹 渥美　義賢
廣瀬由美子

渥美　義賢
柘植　雅義

梅田　真理
小林　倫代
笹森　洋樹
廣瀬由美子
藤井　茂樹

大崎　博史
大城　政之
海津亜希子
久保山茂樹
玉木　宗久

伊藤　由美
植木田　潤
柳澤亜希子
涌井　　恵

・全般的な知的発達に遅れはないが，発達に特異な障害（ D，ADHD，高機
能自閉症等）のある幼児児童生徒の障害特性に関すること　など

・ D・ADHD・高機能自閉症等の発達障害のある幼児児童生徒の教育課程，
教育内容及び方法等に関すること　など

・情緒に障害のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び方法等に関するこ
と　など

研究

●研究班

■研究体制
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平成22年度 研究班所属一覧
研究班 班長 副班長

メンバー
主な研究内容

上席総括研究員 総括研究員 主任研究員 研究員

特別支援教
育研究系

○障害のある子どもの教育の在り方に関する研究班
 （在り方班） 藤本　裕人

大内　　進
徳永亜希雄
菊地　一文

渥美　義賢
大内　　進
笹本　　健

中澤　惠江
西牧　謙吾
松村　勘由

工藤　傑史
滝川　国芳
田中　良広

藤井　茂樹
藤本　裕人
廣瀬由美子

金子　　健
菊地　一文
徳永亜希雄

横尾　　俊 齊藤由美子
土井　幸輝

・長期展望に立った障害のある子どもの教育の在り方，インクルーシブ教育　
など

・脳科学と障害のある子どもの教育，ICFと特別支援教育　など

○特別支援教育の推進に関する研究班 （推進班） 柘植　雅義
松村　勘由
澤田　真弓
藤井　茂樹

渥美　義賢
大内　　進
柘植　雅義
中村　　均
松村　勘由

井上　昌士
梅田　真理
小田　侯朗
金森　克浩
小林　倫代
小松　幸恵
笹森　洋樹

澤田　真弓
滝川　国芳
長沼　俊夫
原田　公人
藤井　茂樹
棟方　哲弥

大崎　博史
大城　政之
小澤　至賢
猪子秀太郎
海津亜希子
久保山茂樹
玉木　宗久

牧野　泰美
横尾　　俊 伊藤　由美

植木田　潤
柳澤亜希子
涌井　　恵

・特別支援教育政策，行財政，制度の運用改善（システム，個別の教育支援計画，
コーディネーターなど），学校・学級マネジメント，教育課程，地域支援，地
域・外部機関連携，教育環境　など

○障害のある子どもの就学，進学，就労等支援及び
高等教育支援に関する研究班 （移行支援班） 原田　公人 小林　倫代 大内　　進

梅田　真理
小林　倫代
笹森　洋樹
田中　良広

原田　公人
藤井　茂樹

大城　政之
小澤　至賢
久保山茂樹
玉木　宗久

植木田　潤
柳澤亜希子

・障害者の早期支援に関すること
・障害者の就学，進学及び就労の支援に関すること
・障害者の高等教育における学習支援方策等に関すること
・障害者の生涯学習に関すること　など

○情報化及び教育支援機器に関する研究班 
 （情報・支援機器班） 棟方　哲弥 中村　　均 中村　　均 金森　克浩

棟方　哲弥 土井　幸輝 ・特別支援教育における情報手段活用，教育支援機器の情報・活用・評価・開
発　など

重複障害研
究系

○重複障害のある子どもの特別支援教育に関する研
究班 （重複班） 松村　勘由 中澤　惠江

渥美　義賢
大内　　進
笹本　　健
柘植　雅義
中澤　惠江

西牧　謙吾
松村　勘由

井上　昌士
小田　侯朗
小林　倫代
笹森　洋樹
田中　良広

長沼　俊夫
原田　公人
廣瀬由美子
藤本　裕人
棟方　哲弥

大崎　博史
横尾　　俊 齊藤由美子

・重度の重複障害のある幼児児童生徒，盲ろうの障害のある幼児児童生徒及び
複数の障害のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び教育方法等に関す
ること　など

感覚障害・
言語障害研
究系

○視覚に障害のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （視覚班） 田中　良広 大内　　進 大内　　進 澤田　真弓

田中　良広 金子　　健 土井　幸輝 ・視覚に障害（重複障害を含む）のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及
び方法等に関すること　など

○聴覚に障害のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （聴覚班） 小田　侯朗 原田　公人 中澤　惠江

松村　勘由
小田　侯朗
原田　公人

藤本　裕人 久保山茂樹
牧野　泰美

横尾　　俊 ・聴覚に障害（重複障害を含む）のある子どもの幼児児童生徒の教育課程，教
育内容及び方法等に関すること　など

○言語に障害のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （言語班） 小林　倫代 松村　勘由 松村　勘由 小田　侯朗

小林　倫代
藤井　茂樹 久保山茂樹

牧野　泰美
・言語に障害のある子どもの教育課程，教育内容及び方法等に関すること　な
ど

運動障害・
健康障害研
究系

○肢体不自由のある子どもの特別支援教育に関する
研究班 （肢体不自由班） 長沼　俊夫 笹本　　健 笹本　　健 金森　克浩

長沼　俊夫
大崎　博史
徳永亜希雄 齊藤由美子 ・肢体不自由（重複障害を含む）のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及

び方法等に関すること　など
○病弱・身体虚弱等のある子どもの特別支援教育に
関する研究班 （病弱班） 西牧　謙吾 滝川　国芳 西牧　謙吾 滝川　国芳 徳永亜希雄 植木田　潤

土井　幸輝
・病弱・身体虚弱（心因性障害を含む）の幼児児童生徒の教育課程，教育内容
及び方法等に関すること　など

知的障害・
発達障害研
究系

○知的障害のある子どもの特別支援教育に関する研
究班 （知的班） 井上　昌士

工藤　傑史
猪子秀太郎

井上　昌士
工藤　傑史

猪子秀太郎
大崎　博史

小澤　至賢
菊地　一文 涌井　　恵 ・知的に障害のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び方法等に関するこ

と　など

○自閉症のある子どもの特別支援教育に関する研究
班 （自閉症班） 廣瀬由美子 小澤　至賢 渥美　義賢

大内　　進

井上　昌士
廣瀬由美子
笹森　洋樹

猪子秀太郎
大城　政之
小澤　至賢

菊地　一文
柳澤亜希子

・自閉症のある幼児児童生徒の障害特性に関すること　など
・自閉症のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び方法等 に関すること　
など

○発達障害（ D・ADHD・高機能自閉症等）のある
子ども又は情緒障害のある子どもの特別支援教育
に関する研究班 （発達・情緒班）

笹森　洋樹 渥美　義賢
廣瀬由美子

渥美　義賢
柘植　雅義

梅田　真理
小林　倫代
笹森　洋樹
廣瀬由美子
藤井　茂樹

大崎　博史
大城　政之
海津亜希子
久保山茂樹
玉木　宗久

伊藤　由美
植木田　潤
柳澤亜希子
涌井　　恵

・全般的な知的発達に遅れはないが，発達に特異な障害（ D，ADHD，高機
能自閉症等）のある幼児児童生徒の障害特性に関すること　など

・ D・ADHD・高機能自閉症等の発達障害のある幼児児童生徒の教育課程，
教育内容及び方法等に関すること　など

・情緒に障害のある幼児児童生徒の教育課程，教育内容及び方法等に関するこ
と　など

■研究体制
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●平成22年度研究一覧
研究種別 課題名 研究班 研究代表者 期間

重点推進研究

特別支援学校における新学習指導要領に基づいた教育課程編成の在り方に関する実際的研究 推進班 柘植　雅義 平成22～23年度
特別支援学校（知的障害）高等部における軽度知的障害のある生徒に対する教育課程に関する研究 知的班 井上　昌士 平成22～23年度
特別支援学級における自閉症のある児童生徒の「カリキュラムアセスメント」（仮称）
に基づいた教育課程編成に関する実証的研究 自閉症班 廣瀬由美子 平成22～23年度

発達障害のある子どもへの学校教育における支援の在り方に関する実際的研究
　－幼児教育から後期中等教育への支援の連続性－ 発達・情緒班 笹森　洋樹 平成22～23年度

専門研究A

障害のある子どもの今後の教育についての基礎研究
　－日本社会に即したインクルーシブ教育の実践にむけて－ 在り方班 藤本　裕人 平成21～22年度

特別支援教育におけるICF-CYの活用に関する研究
　―活用のための方法試案の実証と普及を中心に― 在り方班 徳永亜希雄 平成22～23年度

特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の在り方に関する実際的研究 推進班 大内　　進 平成21～22年度
特別支援学校における支援システムの充実に向けた総合的研究
　－特別支援教育体制の取組の状況とその改善に向けた課題に関する調査研究－ 推進班 松村　勘由 平成22年度

障害のある子どもへの一貫した支援システムに関する研究
　－早期から社会参加に至る発達障害支援の確立と検証－ 推進班 渥美　義賢 平成22年度

特別支援学校高等部（専攻科）における進路指導・職業教育支援プログラムの開発 移行支援班 原田　公人 平成22～23年度
障害の重度化と多様化に対応するアシスティブ・テクノロジーの活用と評価に関する研究 情報・支援機器班 棟方　哲弥 平成21～22年度

専門研究B

特別支援学校における障害の重複した子ども一人一人の教育的ニ－ズに応じ
る教育の在り方に関する研究　－現状把握と重複障害教育の枠組の検討－ 重複班 大崎　博史 平成21～22年度

小・中学校等に在籍している視覚障害のある児童生徒等に対する指導・支援に関する研究 視覚班 田中　良広 平成22年度
軽度・中等度難聴児に対する指導と支援の在り方に関する研究 聴覚班 原田　公人 平成22～23年度
言語障害のある子どもの通常の学級における障害特性に応じた指導・支援の内
容・方法の開発に関する研究　－通常の学級と通級指導教室の連携を通して－ 言語班 牧野　泰美 平成22～23年度

肢体不自由のある児童生徒の障害特性に配慮した教科指導に関する研究
　－表現する力の育成をめざして－ 肢体不自由班 長沼　俊夫 平成22～23年度

特別支援学校（病弱）のセンター的機能を活用した病気の子ども支援ネットワー
クの形成と情報の共有化に関する研究 病弱班 西牧　謙吾 平成22～23年度

発達障害と情緒障害の関連と教育的支援に関する研究　－二次障害の予防的対応を中心に－ 発達・情緒班 藤井　茂樹 平成22～23年度

専門研究D 障害のある子どもの学習言語に関する基礎的研究
　－授業で使用される教科書及び指導者が使用する言語の把握－ ̶ 藤本　裕人 平成21～22年度

共同研究

障害のある子どもを支える地域づくりのための関係機関の連携に関する実際的研究 推進班 小澤　至賢 平成22～23年度
無色透明な紫外線硬化樹脂インクを用いた触知図・点字に関する製作システ
ムの開発とそれらの触読性評価に関する研究

情報・支援機器班，
視覚班 土井　幸輝 平成21～22年度

全盲児童の図形表象の評価に関する実際的研究 視覚班 大内　　進 平成21～22年度
発達障害のある子どもの教育情報の収集と提供に関する実際的研究
　－情報共有・連携システムの構築と連携した情報提供の試行と評価－ 発達・情緒班 渥美　義賢 平成22～23年度

●研究区分・研究種別
研 究 区 分 研 究 種 別 研　　　究　　　の　　　性　　　質

基幹研究

重点推進研究 専門研究の内，重要性及び緊急性という観点から重点的に推進する研究。

専門研究A 障害種別によらない研究で，特別支援教育推進のための横断的研究，障害種別の共通テーマの研究など。主とし
て，特別支援教育研究系や重複障害研究系の研究班が実施母体となって実施。

専門研究B 障害種別等に対応した専門的研究。主として，重複障害研究系，感覚障害・言語障害研究系，運動障害・健康障
害研究系，知的障害・発達障害研究系の各班が実施母体となって実施。

専門研究C 業務上必要な研究で，かつ全所的に取り組むことが求められる研究。関係業務部の職員を中心に，他の職員の協
力も得て行われる研究。

専門研究D 上に該当しない先端的，試験的，萌芽的研究。
外部資金研究 科研費等研究 科学研究費補助金等の外部資金を獲得して行う研究。
受託研究 受託研究 外部から委託を受けて行う研究。

共同研究 共同研究 本研究所において実施されている実際的・総合的研究と大学や大学共同利用機関，医療・福祉機関等において実
施されている基礎的・理論的な研究を融合する研究。

調査研究 調査研究 企画部，教育支援部，教育研修情報部，教育相談部，発達障害教育情報センターの業務遂行上必要な調査及び研究。

研究
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■基幹研究
●重点推進研究

１．特別支援学校における新学習指導要領に基づいた教育課程編成の在り方に関する実際的研究
 （平成22～23年度）

研究代表者 柘植雅義
研究分担者
研究協力者
概要：

２．特別支援学校（知的障害）高等部における軽度知的障害のある生徒に対する教育課程に関
する研究 （平成22～23年度）

研究代表者 井上昌士
研究分担者
研究研修員
概要：
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研究
３．特別支援学級における自閉症のある児童生徒の「カリキュラムアセスメント」（仮称）に

基づいた教育課程編成に関する実証的研究 （平成22～23年度）
研究代表者 廣瀬由美子
研究分担者
研究研修員
概要：

４．発達障害のある子どもへの学校教育における支援の在り方に関する実際的研究
　　－幼児教育から後期中等教育への支援の連続性－ （平成22～23年度）
研究代表者 笹森洋樹
研究分担者

研究研修員
概要：

研究班の定例研究会の様子
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●専門研究A

１．障害のある子どもの今後の教育についての基礎研究
　　－日本社会に即したインクルーシブ教育の実践にむけて－ （平成21～22年度）
研究代表者 藤本裕人
研究分担者

概要：

２．特別支援教育におけるICF-CYの活用に関する研究
　　－活用のための方法試案の実証と普及を中心に－ （平成22～23年度）
研究代表者 徳永亜希雄
研究分担者
研究協力者
研究研修員
概要：

３．特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の在り方に関する実際的研究 （平成21～22年度）
研究代表者 大内　進
研究分担者
概要：
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研究
４．特別支援学校における支援システムの充実に向けた総合的研究
　　－特別支援教育体制の取組の状況とその改善に向けた課題に関する調査研究－（平成22年度）
研究代表者 松村勘由
研究分担者
研究協力者
概要：

５．障害のある子どもへの一貫した支援システムに関する研究
　　－早期から社会参加に至る発達障害支援の確立と検証－ （平成22年度）
研究代表者 渥美義賢
研究分担者

研究協力者
概要：

６．特別支援学校高等部（専攻科）における進路指導・職業教育支援プログラムの開発
 （平成22～23年度）
研究代表者 原田公人
研究分担者
研究協力者
概要：
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７． 障害の重度化と多様化に対応するアシスティブ・テクノロジーの活用と評価に関する研究
 （平成21～22年度）

研究代表者 棟方哲弥
研究分担者
概要：

●専門研究B

１． 特別支援学校における障害の重複した子ども一人一人の教育的ニ－ズに応じる教育の在り
方に関する研究　－現状把握と重複障害教育の枠組の検討－ （平成21～22年度）

研究代表者 大崎博史
研究分担者
研究協力者
概要：

２．小・中学校等に在籍している視覚障害のある児童生徒等に対する指導・支援に関する研究 （平成22年度）
研究代表者 田中良広
研究分担者
概要：
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研究
３．軽度・中等度難聴児に対する指導と支援の在り方に関する研究 （平成22～23年度）
研究代表者 原田公人
研究分担者
研究協力者
概要：

４．言語障害のある子どもの通常の学級における障害特性に応じた指導・支援の内容・方法の
開発に関する研究　－通常の学級と通級指導教室の連携を通して－ （平成22～23年度）

研究代表者 牧野泰美
研究分担者
概要：

５．肢体不自由のある児童生徒の障害特性に配慮した教科指導に関する研究
　　－表現する力の育成をめざして－ （平成22～23年度）
研究代表者 長沼俊夫
研究分担者
概要：
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６．特別支援学校（病弱）のセンター的機能を活用した病気の子ども支援ネットワークの形成
と情報の共有化に関する研究 （平成22～23年度）

研究代表者 西牧謙吾
研究分担者
研究協力者
概要：

７．発達障害と情緒障害の関連と教育的支援に関する研究
　　－二次障害の予防的対応を中心に－ （平成22～23年度）
研究代表者 藤井茂樹
研究分担者
研究協力者
概要：

NISE RESEARCH SNAPSHOTNo.39 2009年06月

【教職員の専門性に関する評価】
　７割程度の学校では，教職員の専門性について，その学校が主に対象としている障害種の専門的理解や指導
技術に関する評価項目を設定していました。障害全般に関する専門性に関する評価項目を設定している学校は
半数程度に留まっていました。この結果は，現状では特定の障害種を主な対象としている特別支援学校が多い
ことを反映しているといえます。

【研究の背景】
　学校教育法が改正され，全国の学校では学校評価を行うことが義務づけられました。特別支援学校について
は，その特性を踏まえた学校評価を行っていくことが課題となっています。
そのスタートアップ研究として，全国の特別支援学校における学校評価の実施状況や実施内容等の実態を把握
する研究に取り組みました。

学校評価とは？　特別支援学校における実施状況は？

【特別支援学校におけるその特性を踏まえた学校評価の実施状況】
　全国の特別支援学校を対象に，特別支援学校の特性に対する学校評価の実施状況について調査しました。
平成20年度における結果は，図に示したとおりです。
　特別支援学校の特性という観点から，７～８割の学校では「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」「セン
ター的機能（教育相談や小中学校への支援）」「交流及び交流学習」「環境の整備」について評価項目を設定して
いることが認められました。一方，「特別支援教育コーディネーター」「校内委員会」，「広域特別支援連携協議
会」，「移行支援」の項目を実施している学校は，半数以下に留まっていました。

NISE RESEARCH SNAPSHOTNo.46 2009年06月

発達障害のある学生をどのように支援していくといいのでしょうか？

【研究実施計画】
１ 　高等教育機関教職員および保護者等を対象として，発達障害のある学生支援に関する理解啓発のためのセ
ミナーを開催しました。
２ 　発達障害のある学生を対象として，支援内容・方法を教職員と共同で研究するとともに，支援の評価法に
ついて研究し，支援の目標・評価チェックリストの試案を作成しました。

　学校教育では，平成19年度より特殊教育から特別支援教育体制への転換が図られ，インクルージョンの理念
のもと，特別支援教育の対象として，新たにLD，ADHD，高機能自閉症等の発達障害の児童生徒への支援が開
始されています。
　大学等の高等教育機関においては，障害のある学生に対して，自らの可能性を最大限に発揮させるべく環境
整備に努めていますが，発達障害は，外見上からは障害と理解してもらえない場合が多く，周囲がどのように
理解していくか，学習上のニーズや行動上の難しさについて，どのように支援していくかが大きな課題となり
ます。大学などにおいて，これらの学生への支援体制を整備していくことが必要です。

【研究の趣旨】
　近年では，高等教育志向の高まりにより，大学全入時代の到来との声もある中で，講義や学生生活に際して，
履修方法や講義のノートの取り方，教員や大学職員とのコミュニケーション等に課題や困難性を示す学生の存
在に関心が寄せられるようになっています。また，高等教育機関の発達障害のある学生の支援について事例研
究等による報告もみられるようになり，学生相談に携わる相談員や研究者の間では高等教育機関における支援
に関する課題意識が高まりつつあります。
　そこで，全国的な発達障害のある学生の現状や支援の実態について明らかにするとともに，高等教育機関等
の教職員や関係者への理解啓発を進めること，発達障害のある学生への支援を可能な限り早期から実施するた
めに，簡便なチェックリスト等による支援のためのツール開発が求められています。こうした現状を鑑み，本
研究では実態把握から理解啓発および支援のツール開発を目指して進めてきました。

【研究の目的】
　本研究は，高等教育機関における発達障害のある学生の在籍状況や支援内
容・方法の全国的な実態を明らかにし，支援のあり方について提言するとと
もに，チェックリスト試案の開発と評価を試みました。また，大学教職員お
よび学生相談センター職員等学生の支援にかかわる職員の理解促進を図るこ
とを目的としました。

○NISE RESEARCH SNAPSHOT（スナップショット）
　 　研究成果の普及のため，各研究課題の成果をわかりや
すく簡潔にまとめ，配布やＷｅｂ掲載をしています。

　http://www.nise.go.jp/blog/2008/06/post_850.html
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研究
●専門研究D

１．障害のある子どもの学習言語に関する基礎的研究
　　－授業で使用される教科書及び指導者が使用する言語の把握－ （平成21～22年度）
研究代表者 藤本裕人
概要：

■共同研究
１．障害のある子どもを支える地域づくりのための関係機関の連携に関する実際的研究
 （平成22～23年度）
研究代表者 小澤至賢
共同研究機関
研究分担者
概要：

２．無色透明な紫外線硬化樹脂インクを用いた触知図・点字に関する製作システムの開発とそ
れらの触読性評価に関する研究 （平成21～22年度）

研究代表者 土井幸輝
共同研究機関
研究分担者
概要：
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３．全盲児童の図形表象の評価に関する実際的研究 （平成21～22年度）
研究代表者 大内　進
共同研究機関
概要：

４．発達障害のある子どもの教育情報の収集と提供に関する実際的研究
　　－情報共有・連携システムの構築と連携した情報提供の試行と評価－ （平成22～23年度）
研究代表者 渥美義賢
共同研究機関
研究分担者
研究協力者
概要：

【共同研究】無色透明な紫外線硬化樹脂
インクを用いた触知図・点字に関する製
作システムの開発とそれらの触読性評価
に関する研究に係る，触知図（左）とそ
の作成機器（下）




